
TGF-‐β1に対するPIポリアミド(GB1101)によるiPS細胞誘導高効率化	

近年、ヒト線維芽細胞からのiPS細胞誘導化に、間葉上皮化(mesenchymal	  
epithelial	   transi2on:	  MET)減少が必要で、このMETを内因性TGF-‐β1が抑制している
ため、TGF-‐β1阻害剤の添加が高効率iPS細胞誘導化することが分かって来ました。
ジェンティア・バイオシステムズ社で開発したヒトTGF-‐β1に対するPIポリアミド
(GB1101)をサイトメガロウイルスによる山中４因子でiPS細胞誘導化に加えると、更
に２倍の効率でiPS細胞を誘導出来ます。 	

GB1101	

コントロールに比較しALP陽性iPS細胞を２倍に増加する	  (A,	  B)。誘導培地に
GB1101を100	  nM添加。 	
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